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1. 目的

運動筋を支配する神経と同脊髄分節に入力する皮神経分布領域への円皮鍼刺激が間欠的高強度

運動に及ぼす影響を検討する。 

2. 研究デザイン

N of 1  ※介入はダブルブラインドで実施

3. セッティング

高校グラウンド

4. 参加者

健常人（スポーツ障害類（疾患名）: 記載なし）、高校サッカー選手、49 名

（年齢: 16.2±0.9歳、身長: 171.2±6.2歳、体重: 59.8±7.7kg、性別: 不明） 

5. 介入

Arm1: 円皮鍼（PYONEX 0.6mm、セイリン社製）、36名

Arm2: sham鍼群、31名

Arm3: 無介入群、35名

使用した経穴: 両側の腎兪、気海兪、大腸兪、関元兪、次髎

方法: 運動課題（Yo-Yo Intermittent Recovery test Level 2(YYIR2 テスト)）の実施直前に貼

付し、終了直後に除去した。 

術者: 国家資格を有する 2名 

その他: 被験者のブラインド化は確認している。（術者のブラインド化は未確認。） 

6. 主なアウトカム評価項目

1) YYIR2テストの走行距離

2) 自覚的運動強度(RPE)

7. 主な結果

1) YYIR2テストの走行距離: 各群の平均値において、3群間で統計学的な差はみられなかった。

2) 自覚的運動強度(RPE): 各群の平均値において、3群間で統計学的な差はみられなかった。

8. 結論

運動筋を支配する神経と同脊髄分節に入力する皮神経分布領域への円皮鍼刺激が間欠的高強度

運動のパフォーマンスを高めるという結果は得られなかった。 

9. 論文中の安全性評価

記載なし。

10. Abstractorのコメント

鍼が実際の運動パフォーマンスにどのように影響するかについて、円皮鍼と sham 鍼を用いたブ

ラインド化された N of 1 の研究デザインで検討している。スポーツ鍼灸を考える上で、鍼刺激に

よる実際のパフォーマンスへの影響は、基礎的な身体変化を検討することとともに重要なことであ

る。本研究結果では、アウトカムの統計学的な差はみられなかった。しかし、運動パフォーマンス

への影響を検討する研究デザインの参考となり、今後の研究に役立つ結果を示したと考える。
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